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コールキューイングの概要
Cisco Unified Communications Managerは、コールキューイングを提供し、発信者をハントメン
バーが応答可能になるまでキュー内にとどめておくことができます。管理者は、通話がエー

ジェントに転送される前に、発信者が初期グリーティングアナウンスを受け取るようにデフォ

ルトを設定できます。またはこのデフォルトを変更して、初期アナウンスを、発信者がキュー

に入れられて保留音または保留トーンが流されてから再生することもできます。発信者がキュー

に入れられたまま指定時間が経過すると、通話に応答できるようになるまで、または最大待機

タイマーが満了するまで、セカンダリアナウンスが設定された間隔で再生されます。

着信コールがハントパイロットに到達すると、次の機能が提供されます。

•発信者は、次に進む前に最初のカスタマイズ可能なグリーティングアナウンスに接続され
ます。

• 1人以上の回線メンバがハントパイロットにログインしており、アイドル状態であったと
きで、かつ、キューに入っているコールがない場合は、そのコールは最も長い時間アイド

ル状態であった回線メンバに送達されます。

•回線メンバーが通話に応答しない場合、その発信者はキューに入れられません。[応答中、
ログイン中、または登録済みのハントメンバが存在しない場合(Whennohuntmembersanswer,
are logged in, or registered)]の設定に応じて、コールは新しい接続先にルーティングされる
か、切断されます。

•回線メンバがキュー有効コールに応答しないと、回線グループ設定ウィンドウで [無応答
時にハントメンバを自動的にログアウト(AutomaticallyLogoutHuntMemberonNoAnswer)]
がオンの場合に限り、その回線メンバはハントグループからログオフされます。

•通話はすべてのメンバーが話し中である場合にのみキューに入れられます。
•キューで待機している発信者は、保留音と反復される（カスタマイズ可能な）定期的なア
ナウンスが聞こえます。
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•ある回線メンバがアイドル状態になると、複数のハントグループ間で最も待機時間の長い
発信者が、そのアイドル状態の回線メンバに送達されます。アイドル状態の回線メンバが

そのコールに応答しない場合、発信者はキューの以前の場所に戻されます。

•キュー内のコールが最大待機時間を超える場合、またはキューに許可されている発信者の
最大数を超える場合、コールは代替番号にルーティングするか、またはハントパイロット

の設定に応じて切断することができます。代替番号は次のいずれかにすることができま

す。

•キューイングが有効または無効のいずれかに設定されたハントパイロット DN
•ボイスメール DN
•回線 DN
•共有 DN

•回線メンバーは、キュー対応ハントパイロットのキューステータスを表示できます。
キューステータスには次のタイプの情報が表示されます。

•ハントパイロットのパターン
•各ハントパイロットのキューに入っている発信者数
•最大待機時間

通話のキューイングは既存のハントパイロットとともに機能しますが、キューイングまたは非

キューイングのどちらのハントパイロットのハンティング操作もその動作に変更はありませ

ん。通話のキューイングが有効になっているハントパイロットは、次の機能を提供します。

•回線メンバーが受けることができるキューイング対応ハントパイロットでの通話は、一度
に 1つのみです。2つのキューイング対応ハントパイロットでの通話を、1人の回線メン
バーに提供することはできません。回線メンバが自分のDNに直接かかってきたコールま
たはキューイングしていないハントパイロットからのコールのみを受信できます。

•回線メンバーがハントパイロットによりルーティングされる通話に応答しない場合、ハン
トパイロットは自動的にログアウトします。回線メンバは、キューを有効にしたハント

パイロットのコールを受信せず、タイムアウトが発生するまでそのコールに応答しなかっ

た場合、そのデバイスを自動的にログアウトします。共有回線配置の場合、同じ共有回線

で設定されたすべてのデバイスがログアウトします。この挙動は[Line Group]設定ウィン
ドウで [Automatically Logout Hunt Member on No Answer]を選択して設定できます。回線メ
ンバーは、このチェックボックスがオンの場合にのみログアウトします。

コールキュー監視またはアナウンス監視の詳細については、『CiscoUnifiedReal TimeMonitoring
Tool Administration Guide』を参照してください。

キューイングが有効なハントパイロットの中で、コールがハントメンバーに拡張されていると

きに、着信コールを接続コールの状態に変更するように設定することができます。

コールキューの前提条件
• Cisco IP Voice Media Streaming（IPVMS）アプリケーション。クラスタ内の少なくとも 1
ノード上でアクティブ化されている必要があります

コールキューイングの設定

2

コールキューイングの設定

コールキューの前提条件



•クラスタ内の少なくとも 1台のサーバ上で稼動している Cisco CallManagerサービス

• Cisco CallManagerサービスと同じサーバ上で稼動している Cisco RIS Data Collectorサービ
ス

• Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ（英語以外の電話ロケールま
たは国独自のトーンを使用する場合）。

コールキューイングタスクフロー

始める前に

アナウンスの設定

Cisco Unified Communications Managerでは以下が可能です：

• Cisco提供の既存のアナウンスを使用する

•アナウンスが再生するメッセージまたはトーンを変更するには、

•カスタムアナウンスメントの .wavファイルを挿入

•アナウンスメント用のロケールを割り当て、

•アナウンスの説明の変更、

•アナウンスが再生するメッセージまたはトーンを変更します。

機能アナウンスは、ハントパイロット発信キューイングまたは外部コール制御と関連する保留

音（MOH）などの特定の機能に使用されるアナウンスです。

最大 50個の機能アナウンスが利用可能です。これらのアナウンスは、Ciscoが適用する音声
ファイルか、アップロードされたカスタム wavファイルです。

カスタムアナウンスのwavファイルはすべて、クラスタの全サーバにアップロードされる必要
があります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerで、[メディアリソース(Media Resources)] > [アナウンス
(Announcements)]を選択します。

[アナウンスの検索と一覧表示]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 使用するアナウンスへのハイパーリンクを選択します。

例：

ハイパーリンク: Wait_In_Queue_Sample
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アナウンスの説明を編集したり、アップロードする場合は、カスタマイズされたアナウンスを

選択することができます。

ステップ 3 カスタムアナウンスとして使用する .wavファイルをアップロードするには、[ファイルのアッ
プロード (upload file)]をクリックします。
[ファイルのアップロード]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ファイルのアップロード(Upload File)]ポップアップウィンドウでロケールを選択し、ファイ
ル名を入力するか、または参照して .wavファイルを選択して [ファイルのアップロード(Upload
File)]をクリックします。

アップロード処理が開始されます。ファイルによっては数分かかることがあります。処理が完

了するとステータスが更新されます。

ステップ 5 [閉じる]をクリックして、ウィンドウを閉じます。
[アナウンス設定(Announcement Configuration)]ウィンドウがリフレッシュされ、アップロー
ドしたファイルのステータスが更新されます。

ステップ 6 カスタムアナウンスを再生する場合は、[アナウンス設定(AnnouncementsConfiguration)]ウィ
ンドウの [ロケール別のアナウンス(Announcement by Locale)]ペインで [有効(Enable)]チェック
ボックスをオンにしてください。

ステップ 7 [アナウンス設定(Announcements Configuration)]ウィンドウで変更を加えたら、[保存(Save)]
をクリックします。

次のタスク

アナウンスファイルはクラスタ内のサーバ間では伝搬されないため、クラスタ内の各ノードに

アナウンスをアップロードする必要があります。クラスタ内の各サーバで Cisco Unified
Communications Managerの管理ページを参照し、アップロードプロセスを繰り返します。

保留音の設定

発信者が最初に保留中になったときにオプションのイニシャル通知を再生し、定期的にアナウ

ンスを定期的に再生するように、[保留音 (MoH)]に設定することができます。これらのアナウ
ンスには、シスコが提供するオーディオファイルのいずれか、または、システムにアップロー

ドされたファイルを使用できます。

保留音オーディオソースの追加変更、既存のオーディオソースをオーディオストリーム番号へ

関連付け、またはカスタムオーディオソースのアップロードをするには、次の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Communication Manager]で、[メディアリソース（Media Resources）] > [保留音
オーディオソース（Music On Hold Audio Source）]を選択します。
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[保留音オーディオソースの検索と一覧表示（Find and List Music On Hold Audio Sources）]
ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 新しい保留音オーディオソースを追加するには、[新規追加(Add New)]をクリックします。保
留音オーディオソースを更新するには、対象となる保留音オーディオソースを検索します。指

定した検索条件に基づいて、すべての条件に一致するレコードの検索結果がシステムに表示さ

れます。

ステップ 3 保留音のオーディオソースフィールド（5ページ）に示すように、適切な設定を入力しま
す。

ステップ 4 [保存（Save）]をクリックします。
ウィンドウ下部のリストボックスに新しい保留音のオーディオソースが表示されます。[MOH
オーディオソースファイルステータス（MOH Audio Source File Status）]ペインに、追加され
たソースに対するMOHオーディオトランスレーションステータスが表示されます。

保留音のオーディオソースフィールド

表 1 :保留音のオーディオソース情報

説明フィールド

このMOHオーディオソースのストリーム番号を選択するには、この
フィールドを使用します。ドロップダウン矢印をクリックし、リスト

から値を選択します。既存のMOHオーディオソースの場合、値は
MOHオーディオソースのタイトルで表示されます。

[MOHオーディオスト
リーム番号（MOH
Audio Stream
Number）]

このMOHオーディオソースのファイルを選択するには、このフィー
ルドを使用します。ドロップダウン矢印をクリックし、リストから値

を選択します。

[MOHオーディオソー
スファイル（MOH
Audio Source File）]

MOHオーディオソースの一意の名前を、このフィールドに入力しま
す。この名前には、文字、数字、スペース、ダッシュ、ドット（ピリ

オド）およびアンダースコアを含み、最大で 50の有効な文字を使用
できます。

[MOHオーディオソー
ス名（MOH Audio
Source Name）]

選択したMOHオーディオソースのマルチキャストを許可するには、
このチェックボックスをオンにします。

[マルチキャストを許
可（Allow
Multicasting）]
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説明フィールド

このペインには、選択したMOHオーディオソースのファイルに関す
る次の情報が表示されます。

• [InputFileName]

• ErrorCode

• ErrorText

• DurationSeconds

• DiskSpaceKB

• LowDateTime

• HighDateTime

• [OutputFileList]

• [MOHオーディオ変換の完了日（MOHAudioTranslation completion
date）]

[OutputFileList]にはULAW、ALAW、G.729およびワイドバ
ンドWAVファイルと、ステータスオプションについての
情報が含まれます。

（注）

[MOHオーディオソー
スファイルステータ

ス（MOHAudio Source
File Status）]
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表 2 :アナウンスの設定

説明フィールド

ドロップダウンリストから最初のアナウンス

を選択します。

最初のアナウンスなしでMoHを選
択するには、[オフ（Not Selected）]
オプションを選択します。

（注）

[詳細の表示（View Details）]リンクをクリッ
クすると、[最初のアナウンス（Initial
Announcement）]に関する次の情報が表示され
ます。

• [アナウンス ID（Announcement Identifier）]

•説明

• [デフォルトのアナウンス（Default
Announcement）]

（注） •オーディオソースの [マルチ
キャストを許可（Allow
Multi-casting）]「」がオフで、
[再生される最初のアナウンス
（Initial Announcement Played）]
「」が [キューされたコールの
み（Only for queued calls）]に設
定されている場合にのみ、MOH
サーバによって再生されます。

• [マルチキャストを許可（Allow
Multi-casting）]「」のチェック
がオンか、[再生される最初のア
ナウンス（Initial Announcement
Played）]「」が [常時
（Always）]に設定されている
場合、ANNによって再生されま
す。

[最初のアナウンス（Initial Announcement）]

コールキューイングの設定
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説明フィールド

次のうち 1つを選択して、最初のアナウンス
を再生するタイミングを決定します。

• [ハントメンバーへのルーティング前にア
ナウンスを再生（Play announcement before
routing to Hunt Member）]

• [コールがキューに入る場合アナウンスを
再生（Play announcement if call is queued）]

[再生される最初のアナウンス（Initial
Announcement Played）]

定期アナウンスをドロップダウンリストから

選択します。

定期アナウンスを持たないMOHを
選択するには、[選択なし（Not
Selected）]オプションを選択しま
す。

（注）

[詳細表示（View Details）]リンクをクリック
すると、次のような定期アナウンスの情報を

参照できます。

• [アナウンス ID（Announcement Identifier）]

•説明

• [デフォルトのアナウンス（Default
Announcement）]

MOHサーバは、他の設定に関係な
く常に定期アナウンスを再生しま

す。

（注）

[定期アナウンス（Periodic Announcement）]

定期アナウンスの間隔を指定する値（秒単位）

を入力します。有効な値は 10～ 300です。デ
フォルト値は 30です。

[定期アナウンスの間隔（PeriodicAnnouncement
Interval）]
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説明フィールド

[アナウンスのロケール（Locale
Announcement）]は、インストールされている
ロケールインストールパッケージに応じて異

なります。

（注） • MOHによって再生される音声
ガイダンスでは、[アナウンスの
ロケール（Locale
Announcement）]の設定が使用
されます。

• ANNが再生する音声ガイダンス
は、発信者のユーザロケールを

使用します。

[アナウンスのロケール（Locale
Announcement）]

表 3 :保留音のオーディオソース

説明フィールド

このリストボックスには、追加するMOHオー
ディオソースが表示されます。MOHオーディ
オソースを設定するには、そのMOHオーディ
オソースのオーディオストリーム番号を選択

します。

オーディオソース IDは、保留音サーバ内の
オーディオソースを示す IDです。このオー
ディオソースには、ディスク上のファイルか、

ソースストリーム保留音サーバがストリーミ

ングデータを取得する固定デバイスのどちら

かを含めることができます。MOHサーバは、
最大で 51のオーディオソース IDをサポート
します。オーディオソース IDが示す各オー
ディオソースは、必要に応じてユニキャスト

およびマルチキャストモードでストリームで

きます。

[<なし>（<None>）]を選択すると、
MOHオーディオソースにはシステ
ムのデフォルトであるMOHオー
ディオソースサービスパラメータ

（[デフォルトのネットワーク保留
MoHオーディオソースID（Default
Network Hold MoH Audio Source
ID）]）が使用されます。

（注）

（MOHオーディオソースのリスト）
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説明フィールド

ドロップダウンリストに表示されていない

MOHオーディオソースファイルをアップロー
ドするには、[ファイルのアップロード（Upload
file）]をクリックします。[ファイルのアップ
ロード（Upload File）]ウィンドウで、音源
ファイルのパスを入力するか、[参照
（Browse）]をクリックしてファイルまで移動
します。オーディオソースファイルを指定し

た後、[ファイルのアップロード（Upload
File）]をクリックしてアップロードを完了し
ます。オーディオファイルをアップロードし

たら、[アップロード結果（Upload Result）]
ウィンドウにアップロードの結果が表示され

ます。[閉じる（Close）]をクリックしてウィ
ンドウを閉じます。

ファイルをアップロードすると、そ

のファイルは Cisco Unified
Communications Managerサーバに
アップロードされ、オーディオ変換

が実行されて、MOH用にコーデッ
ク特有のオーディオファイルが作成

されます。元ファイルのサイズに

よっては、処理が完了するまでに数

分を要することがあります。

（注）

音源ファイルをMOHサーバにアッ
プロードすると、そのファイルは 1
つのMOHサーバにしかアップロー
ドされません。クラスタ内の各MOH
サーバに音源ファイルをアップロー

ドするためには、各サーバで Cisco
Unified Communications Manager
Administrationを使用する必要があり
ます。MOH音源ファイルは、クラ
スタ内の他のMOHサーバに自動的
には伝達されません。

（注）

ファイルのアップロード（Upload File）

ハントパイロットキューの設定

ハントメンバーが一定時間で処理できるより多くのコールが、ハントパイロットに、コール

分配機能を介して届いた場合、応答可能になるまで、キュー内のコールは、コールキューイン

グにより保留されます。
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キューイングを有効にすると、[無応答時ハント転送（Forward Hunt No Answer）]と [話中ハン
ト転送（Forward Hunt Busy）]の両方が自動的に無効になります。逆に、[無応答時ハント転送
（Forward Hunt No Answer）]または [話中ハント転送（Forward Hunt Busy）]を有効にすると、
キューイングが自動的に無効になります。

手順

ステップ 1 Cisco Unified CM Administrationで、[コールルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント
（Route/Hunt）] > [ハントパイロット（Hunt Pilot）]を選択し、ハントパイロットを設定し
ます。

ステップ 2 キューイングに設定する必要があるハントパイロットを選択します。

ステップ 3 [ハントパイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）]ウィンドウの [キューイング（Queuing）]
セクションに移動します。

ステップ 4 キューイングを有効にするには、[コールのキューイング（Queue Calls）]チェックボックスを
オンにします。

ステップ 5 アナウンスの再生とキューの保留処理のために使用されるドロップダウンリストボックスか

ら保留音（MoH）ソースを選択します。

MOHソースはユニキャストまたはマルチキャストとして設定できます。発信者側のメディア
リソースグループリスト（MRGL）では、マルチキャスト、ユニキャストに優先順位を設定
します。

ソースを選択しない場合、デフォルトのネットワークによる保留MoH/MoHソースとアナウン
スが使用されます。

MoHソースアナウンスロケールはアナウンスに使用する言語を判別するために使用されま
す。1つのハントパイロットで再生できるのは、1つの言語アナウンスタイプだけです。

ステップ 6 [キューに入れられる発信者の最大数（Maximum Number of Callers Allowed in Queue）]フィー
ルドに、このハントパイロットでキューに入れられる発信者の最大数を整数で入力します。

デフォルト値は 32です。値の範囲は 1～ 100です。

ステップ 7 キューの発信者が最大数に達したとき、次のいずれかのオプションを選択します。

•後に続くコールを切断する場合は、[コールを切断（Disconnect the call）]を選択します。
•後に続くコールを2番目の接続先にルーティングする場合は、[コールをこの接続先にルー
ティングする（Route the call to this destination）]を選択します。特定のデバイスDN、共有
回線 DN、または別のハントパイロット DNを指定します。

•（省略可）ドロップダウンリストから、[コーリングサーチスペースの完全キュー（Full
Queue Calling Search Space）]を選択できます。コールを完了するように試みるとき、検索
するパーティションを判別するために使用されます。

ステップ 8 [キューの最大待機時間（Maximum Wait Time in Queue）]フィールドで、キューの最大待機時
間を秒単位の整数値を入力します。

デフォルト値は 900秒です。有効な範囲は 10～ 3600秒です。

ステップ 9 最大待機時間に達したとき、次のいずれかのオプションを選択します。

コールキューイングの設定
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•コールを切断する場合は、[コールを切断（Disconnect the call）]を選択します。
•コールを 2番目の接続先にルーティングする場合は、[コールをこの接続先にルーティン
グする（Route the call to this destination）]を選択します。特定のデバイス DN、共有回線
DN、または別のハントパイロット DNを入力します。

•（任意）ドロップダウンリストから、[最大待機時間コーリングサーチスペース（Maximum
Wait Time Calling Search Space）]を選択することもできます。コールを完了するように試
みるとき、検索するパーティションを判別するために使用されます。

ステップ 10 回線メンバーがログインしていない、または着信コール時に登録されていないとき、次のオプ

ションのいずれかを選択します。

•コールを切断する必要がある場合は、[コールを切断（Disconnect the call）]を選択します。
•コールを 2番目の接続先にルーティングする必要がある場合は、[コールをこの接続先に
ルーティングする（Route the call to this destination）]を選択します。特定のデバイス DN、
共有回線 DN、または別のハントパイロット DNを入力します。

•（省略可）ドロップダウンリストから [ハントメンバーがコーリングサーチスペースに
登録またはログインしていない（No hunt members logged in or registered Calling Search
Space）]を選択することもできます。コールを完了するように試みるとき、検索するパー
ティションを判別するために使用されます。

ステップ 11 [保存（Save）]をクリックします。

[無応答時にハントメンバーを自動的にログアウト（AutomaticallyLogout
Hunt Member on No Answer）]

手順

ステップ 1 CiscoUnifiedCommunicationsManagerAdministrationで、[コールルーティング（CallRouting）]>
[ルート/ハント（Route/Hunt）][回線グループ（Line Group）]を選択して回線グループを設定
します。

ステップ 2 設定する必要がある回線グループを [回線グループの検索と一覧表示（FindandListLineGroup）]
ウィンドウから選択します。

ステップ 3 [回線グループの設定（Line Group Configuration）]ウィンドウの [ハントオプション（Hunt
Options）]セクションに移動します。

ステップ 4 [無応答時にハントメンバー自動的にログアウトする（Automatically Logout Hunt Member on No
Answer）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

コールキューイングの設定
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コールキューイングの連携動作と制限事項

コールキューイングの連携動作

データのやり取り機能

コールが SIP ICTを通じてキューイング対応
ハントパイロットにルーティングされる場合、

SIP ICTは、SIP Rel1XXオプションが [1XXに
SDPが含まれる場合PRACKを送信（Send
PRACK if 1XX contains SDP）]に設定されてい
るSIPプロファイルを使用します。その結果、
コールが回線メンバに接続される前に、コー

ルごとに最初の通知が再生されます。

CiscoUnifiedCM管理のデバイスデバイスの設
定SIPプロファイル >トランク固有の設定の
下で、[キューアナウンスの再生前に着信コー
ルを接続]チェックボックスをオンにした場
合、SIP ICTの蒸気の既存の連携動作は適用さ
れません。

[キューアナウンスの再生前に着信コールを接
続]チェックボックスがオフになっている場
合、SIP ICTの連携動作は変わりません。ただ
し、最初のアナウンスが PSTN側の発信者に
よって常に聞こえることを保証するものでは

ありません。コールで Connectメッセージを
受信するまで PSTNプロバイダーがボイスパ
スを開かない場合、PSTN側からの発信者には
初期アナウンスが表示されません。

[SIPRel1XXオプション（SIPRel1XXOptions）]

コールキューイングの設定
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データのやり取り機能

•ハントグループのログオフ通知機能は、
コールキューイングがハントパイロット

で有効になると変更されます。コール

キューイングがハントパイロットで有効

である場合、ユーザがハントグループか

らログアウトしているとき、またはキュー

内で自分の順番を逃したためにログオフ

された場合には、ハントグループのログ

オフ通知は再生されません。

•ハントリストに複数の回線グループが含
まれている場合、これらの回線グループ

では、[無応答時にハントメンバを自動的
にログアウト(Automatically Logout Hunt
Member on No Answer)]の設定を同じに
する必要があります。

•ハントパイロットは、すべてのハントメ
ンバーがログアウトしていてもコールを

キューしています。回線グループメンバー

は 1つ以上の回線グループに追加するべ
きではありません。2番目の回線グループ
に追加されていても、2番目の回線グルー
プは同じハントリストに含まれないよう

にする必要があります。

•すべてのハントオプションを [次のメンバ
へ、その後ハントリスト内の次のグルー

プへ(Try next member; then, try next group
inHunt List)]に設定する必要があります。

ハントパイロットとハントグループ

コールキューイングの制限事項

次の一般的な制限がコールキューイングに適用されます。

• H323 Fast Startはコールキューイングに対応していません。

•キューステータス PLKがサポートされるのは、SCCPと SIP: 6921、6941、6945、6961、
7911G、79 31G、7945G 42G、7965G、7962G、、75G、8961、8945、8941、9951、9971、
7800、および 8800シリーズの両方で次の LCDディスプレイ電話機のみです。

•ハントグループからのログアウト (HLog)はCiscoExtensionMobilityクロスクラスタ (EMCC)
と互換性がありません。コールキューイングを EMCCで展開することはできません。

• Cisco Unified Communications Managerは、コールキューイングのある Unified Mobilityに対
応していません。

コールキューイングの設定
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• H323から SIPへの対話のシナリオでは、ユーザが初期のアナウンス、MoH、定期的なア
ナウンスを聞いていないことがあります。また、その他の動作遅延が原因で、ネイティブ

のコールキューイングフローが失敗しています。このようなシナリオでは、SIPプロトコ
ルのみを使用することを推奨します。

コールキューイングを使用するハントパイロットのパフォーマンスと

スケーラビリティ

次のようなパフォーマンスおよび拡張性の制限が適用されます。

•単一の Cisco Unified Communications Managerクラスタは、最大で 15,000個のハントリス
トデバイスをサポートします。

•単一のCiscoUnifiedCommunicationsManagerサブスクライバは、ノードごとにコールキュー
イングが有効にされたハントパイロットを最大で 100個サポートします。

•ハントリストデバイスは、各ハントリストに 10台の IP電話を含む 1500のハントリス
ト、各ハントリストに 20台の IP電話を含む 750のハントリストの組み合わせ、または
同様の組み合わせにすることができます。

コールカバレッジにブロードキャストアルゴリズムを使用する

場合、ハントリストデバイスの数は、Busy Hour Call Attempts
（BHCA）の数によって制限されます。ブロードキャストアルゴ
リズムを使用して、10台の電話機を含むハントリストまたはハ
ントグループを指すハントパイロットに対して 10回のBHCAを
行うことは、10回の BHCAを行う 10台の電話機と同じです。

（注）

•設定できる各ハントパイロットのキュー内にある同時発信者の最大数は、1～100（デフォ
ルトは 32）です。

•設定できる各ハントパイロットのキュー内にある最大待ち時間は、0～3600秒（デフォル
トは 900）です。ハントリストの数が増えると、Unified CommunicationsManagerサービス
パラメータで指定するダイヤルプラン初期化タイマーを増やす必要があります。シスコで

は、1500個のハントリストを設定している場合、ダイヤルプラン初期化タイマーを 600
秒に設定することをお勧めします。

•コールキューを使用したブロードキャストアルゴリズムを使用する場合は、1つの回線グ
ループに対して 35ディレクトリ番号が含まれないようにすることを推奨します。また、
ブロードキャスト回線グループの数は、BHCCによって決まります。UnifiedCMシステム
内に複数のブロードキャスト回線グループがある場合、回線グループ内のディレクトリ番

号の数は、35よりも少なくする必要があります。すべてのブロードキャスト回線グループ
の最繁時呼数（BHCA）の数が、1秒あたり 35コールセットアップを超えないようにし
ます。

コールキューイングの設定
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